
は

じ

め

に

黒

石

津

軽

領

の

性

格

と

支

配

-

宝

永

二
年

代

表

越

訴

を

素

材

に
-

明
暦
二
年
､
津
軽
藩
四
代
藩
主
津
軽
信
政
の
襲
封
に
伴
い
そ
の
後
見
役
と
な

っ
た

旗
本
の
叔
父
信
英
は
'
黒
石

･
平
内
お
よ
び
上
野
国
勢
多
郡
の
う
ち
に
五
千
石
を
分

(-
)

(2
)

知
さ
れ
た
｡
信
英
の
死
後
'
遺
領
は
信
敏
領
四
千
石
と
信
純
領
千
石
に
分
け
ら
れ
て

い
る
｡
元
禄
二
年
'
信
純
領
は
嗣
子
信
俗
の
早
逝
に
ょ
り
収
公
さ
れ
'
同
年
か
ら
同

二

年
ま
で
津
軽
藩
預
地
と
な
っ
て
い
る
｡
津
軽
藩
は
上
野
勢
多
郡

一
五
〇
〇
石
と

黒
石
周
辺
の
領
域
五
〇
〇
石
と
を
交
換
し
'
不
足
分
は
新
た
に
陸
奥
国
伊
達
郡
秋
山

村
で
'
黒
石
津
軽
氏
に
与
え
ら
れ
て
い
る
｡

(3
)

旗
本
津
軽
氏
と
そ
の
支
配
に
つ
い
て
は
'
わ
ず
か
に

『津
軽
黒
石
藩
史
』

『黒
石

(4
)

地
方
誌
』
な
ど
の
郷
土
史
編
纂
物
の
な
か
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
'
断
片
的

で
領
主
治
政
の
功
罪
と
い
っ
た
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
｡
こ
の
様
な
事
態
は
何

(5
)

よ
り
も
同
領
に
関
す
る
根
本
史
料
の
欠
如
に
'
そ
の
原
因
が
求
め
ら
れ
る
｡

本
稿
で
は
同
領
の
支
配
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
津
軽
藩
の
史
料
に
よ
っ
て
考
察
を

(6
)

加
え
る
こ
と
と
L
t
そ
の
素
材
と
し
て
'
津
軽
藩
国
日
記
'
宝
永
二
年

一
一
月
二
〇

浪

川

健

治

日
条
に
記
さ
れ
た
'
黒
石
陣
屋
付
諸
村
の
百
姓
に
よ
る
津
軽
藩

へ
の
代
表
越
訴
を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
｡

乍
恐
奉
願
事

l
t
御
領
分
罷
成
在
歳
御
座
候
而
町
米

二
而
上
納
仕
候
'
同
式
重
俵
'
但
遣
縄

1t

而
あ
ふ
の
ふ
し
大
荒
目
二
懸
申
候
'

一
'
御
貸
方
籾
御
蔵
御
座
候
而
田
打

･
種
貸

･
荒
-
れ

･
仕
付

･
草
取
迄
'
夫
々

御
貸
被
下
侯
故
'
脇
方
よ
り
別
而
利
足
物
借
不
申
罷
有
候
処
'
近
年

ハ
御
貸
方

存
之
外
御
貸
不
被
遊
百
姓
迷
惑
仕
侯
'

一
'
御
新
検

(元
禄
七
年
検
地
)
以
後
'
上
田
壱
人
役

二
付
弐
百
坪
'
此
御
取
米

納
升
五
斗
二
升
'
中
田
ハ
四
斗
四
升
'
下
田
三
斗
六
升
'
下
々
田
弐
斗
八
升
御

取
被
成
候
'
納
升
と
申
候

ハ
京
升

二
而
壱
斗
三
升
三
合
三
夕
人
中
候
'
百
性
屋

敷
方
壱
坪
四
合
三
夕
'
定
而
百
弐
拾
坪
納
升
五
斗
弐
升
御
取
被
成
侯
'
少
々
不

作
仕
侯
而
も
田
よ
り
御
年
貢
出
不
中
共
'
屋
敷
罷
有
侯

へ
ハ
五
俵
'
七
俵
宛
出

申
侯
故
迷
惑
仕
侯
'

一
'
百
性
役
米
と
申
侯

ハ
納
升
弐
斗
'
御
新
検
之
節

ハ
御
定
被
成
候
御
所
'
油

･

立
木

･
綿
役

･
糸
役

･
山
漆
之
実

･
菅
延

･
御
馬
屋
卯
時
飼
料
人
足
之
代
共
七



色

二
而
納
升
弐
斗
御
取
被
成
候
'
外
百
性
壱
軒

二
付
同
升

二
而
野
手
米
壱
斗
壱

升
御
取
被
成
候
'
高
懸
銭
右
壱
石

二
四
匁
九
分
宛
御
取
被
成
候
'
外
山
廻
着
替

せ
お
い
人
足
代
銭
年

二
よ
り
五
七
度
出
申
侯
'
御
蔵

二
而
焼
炭

二
而
壱
俵
宛
'

(不
明
一

御
馬
屋
之
首
尾
不
里
中

口

之

代
銭
'
又

ハ
蝋
燭
蔵
江
お
か
ら

･
御
用
絶
大
小
三

百
□
宛
度
々
出
申
候
'
御
普
請
之
時
分

ハ
堅
す
た
わ
ら
米
付
人
足
'
堰
堀
人
足
'

糠
'
奈
'
山
之
い
も
'
よ
も
き
'
正
月
七
草
'
同
門
松
'
又

ハ
立
木
'
草
ほ
う

き
'
百
性
出
'
此
節
人
足
罷
出
立
申
候
'
漆
か
き
'
実
取
'
水
番
人
足
'
雪
た

れ
御
城
之
内
不
残
懸
申
候
'
其
上
御
役
人
衆
在

々
江
御
廻
被
成
候
得

ハ
庄
屋

･

百
性
御
賄
仕
候
'

二

近
卯
年

(元
禄

一
二
年
)
よ
り
御
年
貢
前
々
よ
り
事
之
外
御
灸
議
被
成
'
あ

ら
-
た
け
'
さ
-
つ
等
迄
撰
取
'
上
米
御
取
被
成
候
付
難
儀
奉
存
候
'
如
此
故

御
年
貢
少

々
不
納
仕
候
得

ハ
人
を
取
'
年
数
被
遊
江
戸
江
中
間
御
登
や
被
遊
候

故
'
相
残
老
共

ハ
田
地
働
可
申
体
無
御
座
候
故
'
濃
百
性
出
申
候
'

二

同
年
よ
り
在
蔵
御
潰
被
成
'
黒
石

二
而
御
蔵
を
立
置
'
御
領
分
中

一
所
納
申

候
'
此
駄
銭

こ
納
升

二
而
初

ハ
四
升
'
後

ハ
五
升
'
近
年

二
ハ
升
御
取
被
成
侯
'

縄

･
俵
事
之
外
御
吟
味
被
成
候
t

l
t
同
年
よ
り
御
蔵
番
'

7
日
五
人
宛
百
性
仕
候
'
遠
方
之
老

ハ
事
之
外
難
儀
奉

存
候
'
在
蔵
御
座
候
内

ハ
銘
々
青
盛
江
手
前
下
仕
候
'
其
節

ハ
御
貸
方
も
御
座

候
得

ハ
少
茂
不
納
仕
侯
得
而

ハ
百
性

･
庄
屋
以
相
談
上
納
仕
候
'
殊
青
盛
下
も

成
兼
申
百
姓
も
相
談
､
六
七
月
迄
懸
下
仕
舞
申
候
'

二

巳
之
年

(元
禄

一
四
年
)
改
而
三
重
俵
'
殊
詰
縄

･
あ
み
縄
共
御
臭
議
被
成

候
処
､
原
長
右
衛
門
殿
御
下
り
被
成
候
節
'
惣
百
姓
よ
り
高
升
弘
前
次

二
被
仰

付
度
願
上
申
候
得

ハ
御
免
不
被
下
'
高
懸
銭
三
歩

一
御
免
被
下
候
'

一
㌧
御
取
方
段
々
二
強
御
座
候
故
'
度
々
御
願
を
中
上
候
得
共
'

一
年
替

二
御
役

人
其
年
斗
之
儀
御
座
候
得

ハ
少
茂
御
免
無
御
座
'
事
之
外
迷
惑
仕
候
'

一
'
米
壱
俵
と
申
侯

ハ
'
前

ハ
三
斗
八
升
'
近
年

ハ
三
斗
九
升
五
合
御
座
候
処
'

今
年

ハ
四
斗
余

二
廻
申
候
様
御
取
被
成
候
'

一
'
去
申
年

(宝
永
元
年
)
よ
り
川
欠
普
請
御
用
柴
杭
'
漆
か
き

･
実
取

･
水
番

人
足
代
被
下
候

ハ
遣
捨
被
成
候
'

一
'
黒
石
御
町
人
よ
り
出
申
候

ハ
足
軽
之
食
焼
人
足
'
堰
掘
人
足
'
御
伝
馬
'
御

供
廻
'
鑓
持
'
挟
箱
持
迄
不
残
召
連
被
成
候
'
比
代

ハ
T
切
不
被
下
'
殊

こ
よ

り
駄
銭
米
御
取
被
遊
侠
得
而
も
御
蔵
米
不
申
時
分
'
御
伝
馬
御
遣
被
成
'
地
子

野
手
相
済
申
侯
上
'
江
戸
衆
御
下
被
成
候
得

ハ
食
焼
人
足
'
毎
日
五
人
三
人
宛

出
申
候
'
御
城
廻
御
普
請
方
人
足
入
用
次
第
御
遣
被
遊
､
御
遣
捨
被
成
侯
'

一
'
少
茂
不
作
仕
候
得

ハ
馬
苦
労
町

･
浜
海
道

･
裏
町
'
此
辺
江
盗
人
隠
入
'
在

々

江
下
り
盗
取
申
候
得

ハ
'
町

二
中
立
可
有
御
座
様
被
存
候
'
在

々
諸
百
性
田
地

時
分

二
御
座
候
得

ハ
'
草
臥
罷
有
候
を
時
分
を
う
か
ゝ
ひ
盗
取
'
事
之
外
迷
惑

仕
侯
'

一
､
春
罷
成
'
山
々
江
野
火
人
中
候
故
､
木
萱
焼
捨
り
申
候
'
此
儀
も
壱
年
や
り

之
御
政
道
と
存
奉
候
'
屋
形
様
御
次
被
仰
付
被
遊
度
候
'

二

近
年
御
貸
方
無
御
座
故
'
町
よ
り
高
利
之
物
借
り
様
､
現
在

二
迷
惑

二
奉
存

候
得
共
'
当
分
渇
申
候
故
'
借
申
候
'

一
'
奉
恐
入
候
得
共
'
近
年

ハ
御
年
貢
米
江
戸
江
御
廻
被
遊
侠
得

ハ
下

々
迷
惑
仕

候
'
訳

ハ
上
方

二
而
直
段
能
御
売
可
被
遊
と
思
召
､
米
も
上
々
'
縄
俵
共
愁
御

吟
味
被
成
候
'
前

ハ
荒
米
≡
斗
八
升
よ
り
其
後
三
斗
九
升
五
合
入
'
只
今

ハ
四

斗
余

二
廻
申
候
様
奉
存
候
'
努
以
百
性
迷
惑
仕
候
'
御
領
分
百
性
数
弐
百
軒
之

2



余
御
座
候
之
処
'
六
七
年
以
前
よ
り
段
々
百
性
数
潰
'
跡
立
申
百
性
も
有
'
又

ハ
田
地
ふ
り
地
罷
成
跡
な
き
者
も
御
座
候
'

二

当
酉
年

(宝
永
二
年
)
御
取
万
'
御
升
を
壱
打
'
志
も
ふ
り
あ
し
に
と
ふ
を

か
け
御
取
可
被
成
申
被
仰
付
候
処
'
諸
百
性
右
之
段
御
免
被
遊
度
旨
'
度
々
奉

願
候
得

ハ
其
節

ハ
御
免
之
様
被
仰
付
候
得
共
'
只
今

ハ
霜
ふ
り
あ
し
の
様

二
御

取
被
成
候
故
'
入
万
四
斗
之
余

二
廻
申
候
'
春

二
成
育
盛
江
百
性
よ
り
下
ケ
申

時
分
'
少
も
不
足
仕
侯
得

ハ
足
米
可
出
之
由
'
宴
元

二
而
三
重
俵
'
青
森

二
而

取
は
こ
し
可
申
由
'
又

ハ
右
之
通

二
升
を
入
可
被
成
由
被
仰
付
候
'

一
'
山
々
村
々
高
無
之
老
共
'
畑
年
貢
大
豆

二
而
納
申
侯
処
'

一
重
俵
大
豆
納
候

之
処
'
今
年

ハ
撰
大
豆
被
成
'
二
重
俵
'
此
儀
も
迷
惑
仕
候
'
大
豆
之
儀

ハ
江

戸
江
も
御
廻
成
間
敷
処
､
事
之
外
御
夷
議
難
儀
奉
存
候
'

二

時
鐘
'
御
町
御
座
候
処
'
此
入
万
在
々
諸
百
性

･
高
無
共
'
人
別
御
取
被
成

候
'
大
不
作
之
時
分
よ
り
御
足
軽
被
仰
付
候
得
共
'
今
年

ハ
改
､
拾
年
余
算
用

立
可
申
由
'
御
吟
味
被
仰
付
候
'
族

二
よ
り
事
之
外
難
儀
存
奉
候
'

二

当
酉
年
御
年
貢
米
悉
御
吟
味
被
成
為
へ
荒
研

･
小
糠

･
小
米

l
粒
も
御
座
候

得

ハ
御
取
不
被
成
候
'
屋
形
様
御
納
万
よ
り
悉
御
吟
味
被
成
候
'
当
年

ハ
な
め

て
御
国
元
不
作
及
渇
命
候
処
'
御
取
万
御
夷
議
故
'
当
年
壱
年

二
而
潰
可
中
と

奉
存
侯
'
御
蔵
江
江
戸
御
役
人
長
崎
儀
左
衛
門
殿
'
御
目
付
衆
可
罷
有
'
前
々

之
通
引
違
'
百
性
共
少
も
異
儀
申
候
得

ハ
致
縄
下
'
牢
舎
可
申
付
と
御
蔵

二
而

御
吟
味
被
成
候
'
御
蔵
と
申
候

ハ
'
乍
恐
御
大
切
奉
存
候
処
'
庄
屋

･
百
性
'

御
蔵
之
内

二
而
縄
を
懸
申
候
段
迷
惑
仕
候
'
御
米
も
当
年
分

ハ
御
登
せ
不
被
成
'

古
米
御
登
せ
被
成
候
由
承
候
処
'
事
之
外
御
吟
味
何
共
迷
惑
奉
存
候
'
御
領
分

庄
屋

･
百
性
'
五
代
七
代
相
続
罷
有
候
処
'
近
年

ハ
長
崎
儀
左
衛
門
殿
御
台
所

御
仕
置
共
御
引
さ
か
し
被
成
侯
故
'
迷
惑
仕
候
､

一
､
奉
恐
入
候
得
共
'
御
屋
形
様
御
次
御
政
道
奉
願
候
'
御
同
国
殊
御
高
之
内
御

一
家
様
御
座
候
問
'
乍
恐
願
御
子
簡
度
奉
願
候
'
以
上
､

黒
石
村
肝
煎

株
梗
木
村
同

野
際
村
同

田
中
村
同

馬
場
尻
村
同

中
屋
敷
村
同

飛
内
村
同

下
目
内
沢
村
同

上
目
内
沢
村
同

野
添
村
同

牡
丹
平
村
同

石
名
坂
村
同

豊
岡
村
同

小
抗
野
村
同

下
山
形
村
同

上
山
形
相
同

不
動
館
村
同

大
川
原
村
同

沖
浦
村
同

温
湯
村
同

勘
兵
衛

印

庄
右
衛
門

印

甚
九
郎

印

甚
兵
衛

印

仁
兵
衛

印

太
郎
左
衛
門

印

仁
左
衝
門

印

助
之
垂

印

吉
右
衛
門

印

五
右
衛
門

印

勘
右
衛
門

印

三
郎
兵
衛

印

甚
九
郎

印

小
左
衛
門

印

源
右
衛
門

印

孫
右
衛
門

印

兵
三
郎

印

嘉
左
衛
門

印

彦
十
郎

印

郷
右
衛
門

印

3



黒
石
御
領
分
中
不
残

宝
永
二
酉
年
十

一
月
十
二
日

Lほ
軽
港
大
目
付
一

牧

野

伴

右

衛

門
様

足
立
源
左
衛
門
様

要
求
を
要
約
す
れ
ば
'
元
禄
七
年
検
地
に
よ
る
収
奪
体
系
確
立
を
踏
ま
え
'
仙
詐

取
的
方
法
に
よ
る
年
貢
増
徴
'

闇多
岐
に
わ
た
る
臨
時
の
役
銭

･
夫
役

･
現
物

･
賄

の
賦
課
と
恒
常
化
'
㈲
夫
食
貸
与
廃
止

･
野
火
管
理
の
不
十
分
さ
な
ど
'
農
業
生
産

へ
の
領
主
関
与
の
喪
失
が
指
摘
さ
れ
る
｡
し
か
し
何
よ
り
も
重
要
な
の
は
'
㈲
'
特

に
元
禄

一
二
年
以
降
'
年
貢
米
詮
議
'
同

一
四
年
に
は
三
重
俵
が
強
制

･
強
化
さ
れ

る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
は
第

一
六
条
に
明
ら
か
な
様
に
江
戸
廻
米
の
実

施
と
密
接
に
結
び
つ
き
'
大
量
の
米
移
出
の
必
要
性
は
逆
に
伽
～
矧
の
事
象
を
現
出

さ
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
｡

従

っ
て
'
同
越
訴
が
な
さ
れ
た
歴
史
的
な
背
景
と
し
て
は
仙
元
禄
七
年
検
地
と
'

㈲
同
領
か
ら
の
廻
米
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
｡
そ
れ
は
'
同
領
に
お

け
る
領
主
支
配
の
あ
り
方
を
生
産
と
再
生
産
の
二
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
他

な
ら
な
い
の
で
あ
り
'
本
稿
の
課
題
で
あ
る
性
格
と
支
配
の
解
明

へ
の
有
力
な
素
材

た
り
得
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡

註

廿
寛
永
二
〇
年
'
小
姓
組
'
正
保
二
年
'
産
米
三

〇
〇
俵
を
給
せ
ら
れ
'
慶
安
三

年
､
書
院
番
を
へ
て
'
明
暦
二
年
'
分
知
に
よ
り
五
千
石
を
得
'
壕
米
は
納
め

ら
れ
'
寄
合
に
列
す
る

(
『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
)
｡

胤
黒
石
周
辺
の
中
屋
敷
'
飛
内
'
下
目
内
'
馬
場
尻
四
ケ
村
と
勢
多
郡
諸
村
｡

㈲
森
林
助
'
昭
和
九
年

『黒
石
藩
史
』
と
し
て
刊
｡
後
'
昭
和
五
十

一
年
'
歴
史

図
書
社
復
刻
｡

㈱
佐
藤
耕
次
郎

(雨
山
)
'

昭
和
九
年
刊
行
｡
後
'
昭
和
四
八
年
'
津
軽
書
房
'

復
刻
｡

㈲
昭
和
五
二
年
に
発
行
さ
れ
た

『平
内
町
史
』
は
'
黒
石
津
軽
氏
の
平
内
支
配
を

中
心
と
す
る
史
料
を
下
巻
に
収
録
し
貴
重
で
あ
る
｡
た
だ
し
'
そ
れ
に
も
拘
ら
ず

上
巻
の
通
史
部
分
の
分
析
は
津
軽
藩
政
と
の
混
同
が
目
立
ち
'
極
め
て
信
び
ょ

う
性
に
欠
け
て
い
る
｡
例
え
ば
'
同
書
二

1
四
ペ
ー
ジ
に
は

｢
検
地
｣
の
項
が

あ
る
が
黒
石
領
の
検
地
に
つ
い
て
は
元
禄
七
年
と
享
保
年
間
に
実
施
さ
れ
た
事

を
記
す
の
み
で
'
二

一
八
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
検
地
の
結
果
'
確
定
し
た
収
取
体

系
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
'
こ
れ
は
津
軽
藩
の
も
の
で
あ
る
｡

㈲
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
'
津
軽
家
文
書
｡

4

第

三
早

元
禄
七
年
検
地
に
つ
い
て

-
㌔

現
在
の
所
'
黒
石
陣
屋
領
の
検
地
に
つ
い
て
は
'
既
に
指
摘
し
た
明
暦
二
年
の
分

知
に
伴
う
知
行
割
検
地
帳
の
ほ
か
は
､
元
禄
七
年
検
地
も
含
め
検
地
条
目

･
検
地
帳

と
も
知
ら
れ
て
い
な
い
｡

(2
)

元
禄
七
年
検
地
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
'

『黒
石
御
領
日
記
』
に

｢
黒
石
田
方

御
検
地
入
候
節
上
中
下
場
所
附
ノ
覚
｣
が
記
さ
れ
'
六
尺
五
寸
尺
を
用
い
田
方
は
上

～
下
'
畑
方
は
上
～
下
々
ま
で
に
等
級
別
し
た
こ
と
｡

｢
田
境
｣

･
｢
支
配
切
ノ
村

境
｣

･
｢
百
姓
面
々
ノ
田
境
｣
に
そ
れ
ぞ
れ
杭
を
打
ち
印
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

『津
軽
黒
石
藩
史
』
で
は

｢検
地
覚
｣
が
記
載
さ
れ
る
｡
竿
は
六
尺
五
寸
'
石
盛
は



田
方
上
田

一
石
三
斗
か
ら
二
斗
下
り
'
畑
方
は
上
畑

一
合
'
中
畑
六
夕
'
下
畑
四
夕
'

下
々
畑
二
夕
と
し
て
い
る
｡
両
史
料
と
も
類
似
の
内
容
で
'
他
の

一
次
的
史
料
に
依

拠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
'
な
お
全
幅
の
信
頼
を
置
-
事
は
で
き
な
い
｡
同

検
地
が
農
民
支
配
に
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
た
か
を
'
こ
こ
で
は
生
産
力
把
握
の

変
化
に
視
点
を
置
い
て
考
え
て
み
た
い
｡
こ
の
た
め
に
使
用
す
る
史
料
は
元
禄
二
午

,rJ,

の

｢黒
石
平
内
巳
年
郷
帳
｣

(以
下
'

｢
巳
年
郷
帳
｣
)

同
七
年
の

｢
黒
石
平
内
成

年
郷
帳
｣

(以
下
'

｢成
年
郷
帳
｣
)
で
あ
る
｡
こ
の
二
つ
の
郷
帳
に
は
明
確
な
差

異
が
あ
る
｡
そ
の
l
部
を
対
照
し
て
み
た
い
｡

A

｢
巳
年
郷
帳
｣

黒
石
村

役
数
八
百
五
拾
｣ハ
人
四
分
九
厘

但
壱
人
役
百
五
拾
歩
よ
り
段

々
弐
百
歩
迄
積
'

二

高
六
百
八
拾
四
石
八
斗
五
升
五
合

田
方

此
内
七
石
弐
斗
七
合

畑
直
新
田
高
入

四
拾
四
石
五
斗
壱
升
七
合

肝
煎
持
高

口
米
外
諸
諸
懸
物
無
之
'

但
三
百
歩
壱
反

二
付
壱
石
三
斗
代
積
を
以
地
面
上
中
下
石
盛
積
合
平
均
高
如
此

内
百
四
拾
三
人
七
分
六
厘
役

百
拾
四
石
四
斗
三
合

当
検
見
引

残
而
七
百
拾
二
人
七
分
三
厘
役

五
百
七
拾
石
四
斗
五
升
弐
合

有
高

此
取
米
三
百
四
拾
弐
石
弐
斗
七
升
壱
合

高

二
四
ソ
九
分
九
厘
七
毛

有
高

二
六
ツ

役
数
四
拾
七
人
六
分
壱
厘
七
毛

但
壱
人
役
弐
百
歩

一
㌧
高
九
石
五
斗
弐
升
四
合

畑
方

此
外
四
石
弐
斗
九
升
五
合

田
成
田
高
江
入

〔但
三
〕
百
歩
壱
反

二
付
三
斗
代
積
を
以
地
面

位
石
盛
横
合
平
均
高
如
此
'

此
取
米
七
石
壱
斗
四
升
七
合高

二
七
ツ
五
分
四
毛

役
数
弐
拾
弐
人
六
分
壱
厘
八
毛

但
壱
人
役
弐
百
歩
積

一
'
高
拾
九
石
六
斗
六
合

屋
敷
万

三
百
歩
壱
反

二
付
壱
石
三
斗
代

此
取
米
拾
九
石
六
斗
六
合

高

二
直
-
み
取

田
畑
屋
敷

高
合
七
百
拾
三
石
九
斗
八
升
五
合

取
米
倉
三
百
六
拾
九
石
三
升
四
合

高

二
五
ツ
壱
分
六
厘
八
毛

外

一
'
米
拾
四
石
七
斗
六
升
壱
合

口
米

但
取
米
壱
石

二
付
四
升
宛
'

二

同
五
石
壱
斗
弐
升

野
手
役

･
池
役

但
家
別
懸
家
数
三
拾
二
軒
分
'
壱
軒

二
付
野
手
壱
斗
壱
升
'
池
役

5



五
升
代
'

米
都
合
三
百
八
拾
八
石
九
斗
五
合

一
'
銭
壱
貫
百
三
拾
匁
弐
分
四
厘

夫
役

但
黒
石
分
拾
弐
ケ
村
金
七
拾
両
相
定
'
金
納
両
替
年

々
不
同
有
之

候
'
当
両
替
壱
両

二
付
八
拾
七
匁
'
成
米
拾
石

二
付
弐
拾
九

匁
五
分
四
厘

ハ
毛
宛

二

同
弐
百
九
拾
五
匁
八
分
四
厘

立
木

･
重
代

但
成
米
壱
石

二
付
七
分
七
厘
宛
'

一
'
同
壱
貫
弐
百
拾
四
匁
四
分
五
厘

春
夏
山
作
代

但
百
姓
壱
軒

二
付
五
拾
目
宛
定
'
然
共
身
代
不
勝
手
成
百
姓

ハ

四
拾
五
匁
よ
り
段
々
九
匁
壱
分
六
厘
迄
収
納
仕
来
候
'

一
'
同
七
拾
六
匁
八
分

山
漆
実
代

但
家
別
懸
家
数
三
拾
弐
軒
分

壱
軒

二
付
壱
匁
宛

一
'
銭
三
拾
弐
匁

役
麻
代

但
家
別
懸
家
数
三
拾
弐
軒
分
'
壱
軒

二
付
壱
匁
宛
'

二

同
五
拾
匁
弐
分

役
綿
代

但
家
別
懸
家
数
三
拾
弐
軒
分
'
壱
軒

二
付
壱
匁
六
分
宛
'

銭
合
弐
貫
八
百
五
匁
五
分
三
厘

中
田
壱
反
歩

二
付
壱
石
壱
斗
代

二

高
七
百
四
拾
壱
石
三
斗
五
合

田
方

此
内
四
拾
六
石
四
斗
壱
升
九
合

肝
煎
持
高

口
米
諸
懸
物
無
之
'

此
取
米
四
百
四
拾
四
石
七
斗
八
升
三
合

高

二
六
ツ

反
別
四
町
弐
反
四
畝
弐
拾
歩

上
畑
壱
反
歩

二
付
六
斗
代

中
畑
壱
反
歩

二
付
五
斗
代

但

下
畑
壱
反
歩

二
付
四
斗
代

下

々
畑
壱
反
歩

二
付
三
斗
代

一
'
高
拾
七
石
弐
斗
四
升
壱
合

畑
方

此
取
米
五
石
九
斗
弐
升
六
合

高

二
三
ツ
四
分
三
厘
七
毛

但
上
五
ツ
'
中
四
ツ
'
下
三
ツ
'
下

々
弐
ツ
成
定
法
御
座
候
'

6

B

｢成
年
郷
帳
｣

黒
石
村

反
別
五
拾
七
町
四
畝
弐
拾
八
歩

但
上
田
壱
反
歩

二
付
壱
石
三
斗
代

反
別
壱
町
六
反
九
畝
壱
歩

但
壱
反
歩
に
付
壱
石
三
斗

一
'
高
弐
拾
壱
石
壱
斗
三
升

屋
敷
万

此
取
米
弐
拾
壱
石
壱
斗
三
升

高
直
-
み
取

取
米
合
四
百
七
拾
壱
石
八
斗
≡
升
九
合

高

1二
ハ
ツ
五
厘
弐
毛

外



二

米
拾
八
石
八
斗
七
升
四
合

口
米

但
取
米
壱
石

二
付
四
升
宛

二

同
三
石
六
斗
三
升

野
手
米

但
家
別
懸
家
数
三
拾
三
軒
分
へ
壱
軒

二
付
壱
斗
壱
升
宛
'

一
'
同
六
石
上ハ
斗

夫
米

但
家
別
懸
家
数
三
拾
三
軒
分
'
高
持
百
姓
壱
軒

二
付
弐
斗
宛
'

米
都
合
五
百
石
九
斗
四
升
三
合

一
'
銭
三
貫
四
百
拾
五
匁
六
分
四
厘

春
夏
山
作
代
'
立
木
代

夫
役
代

･
重
代

但
高
拾
石

二
付
四
拾
九
匁
壱
合
五
厘
四
毛
宛

｢
巳
年
郷
帳
｣
で
は

｢高
｣
は
反
別
に
平
均
石
盛

(
田
方

･
屋
敷

一
石
≡
斗

畑

方
三
斗
)
を
乗
じ
た
も
の
で
あ
り
'
生
産
高
を
示
す
も
の
の
生
産
力
把
握
の
点
か
ら

す
れ
ば
極
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
｡

一
方
'
現
実
の
生
産
量
は
有
高
に
示
さ
れ

て
い
る
｡
年
貢
は
有
高
に
税
率
を
乗
じ
て
取
米
を
算
出
L
t
高
に
対
す
る
税
率
は
'

現
実
の
年
貢
量
か
ら
高
に
対
し
て
逆
算
し
て
お
り
'
そ
れ
を
帳
簿
上
で
は
高
に
租
率

を
乗
じ
た
よ
う
に
処
理
し
て
お
り
'
従

っ
て
極
め
て
低
率
に
な

っ
て
い
る
｡

こ
の

｢
巳
年
郷
帳
｣
に
見
ら
れ
る
高
把
握
の
あ
り
方
は
'
貞
享
以
前
の
津
軽
藩
の

(5
)

地
方
知
行
制
を
そ
の
ま
ま
分
家
に
際
し
て
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

す
な
わ
ち
'
同
藩
の
地
方
知
行
制
で
は
'
知
行
割
に
際
し
て
は

一
反

一
石
三
斗
の

石
盛
を
原
則
と
し
て
採
用
し
て
い
る
｡
こ
れ
は

｢
巳
年
郷
帳
｣
に
記
さ
れ
る
様
に

｢
上
中
下
平
均
石
盛
｣
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
知
行
高
あ
る
い
は
村
高

は
右
の
如
-
に
算
出
さ
れ
る
｡

一
方
'
収
取
に
つ
い
て
は
有
高
に
ょ
り
実
現
さ
れ
る
｡

そ
れ
は
'

一
人
役
の
耕
地
に
対
す
る
斗
代
の
決
定
に
ょ
り
得
ら
れ
る
｡

本
来
'
石
高
制
の
も
つ
二
つ
の
原
則
は
'
こ
こ
で
は
知
行
原
則
1
高
'
収
取
原
則

1
有
高
に
分
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
両
者
間
に
は
'

一
人
役
が

｢
百
五
拾
歩

よ
り
段
々
弐
百
歩
迄
積
｣
と
町
反
歩
制
と
の
間
に
一
定
の
換
算
基
準
を
成
立
さ
せ
て

い
る
こ
と
で
'
石
高
制
の
1
応
の
貫
徹
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

｢
成
年
郷
帳
｣
で
は
'
か
か
る
高
と
有
高
の
分
化
は
消
滅
し
'
統

一
的
な
高
把
握

が
実
現
さ
れ
て
い
る
｡
こ
こ
で
は
'
田
方
に
そ
の
変
化
を
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
｡

｢
成
年
郷
帳
｣
で
は
取
米
は
高
に
租
率
六
ツ
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
て
お
り
'
有
高
記

載
は
消
え
て
郷
帳
の
高
が
生
産
=

収
穫
量
を
示
す
唯

一
の
も
の
に
な

っ
た
こ
と
を
知

る
こ
と
が
出
来
る
｡
こ
れ
は
何
よ
り
も
同

｢
郷
帳
｣
に
お
け
る
生
産
力
把
握
の
あ
り

方
か
ら
理
解
さ
れ
る
｡
田
積
は
反
別
に
一
元
化
さ
れ
'
田
位
が
設
定
さ
れ
て
上

～
下
々

ま
で
の
四
等

(
同

｢
郷
帳
｣
の
他
村
に
は
下
々
ま
で
記
さ
れ
る
｡
)
が
石
盛

一
石
三

斗
か
ら
二
斗
下
り
で
決
定
さ
れ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
反
別
に
よ
る
絶
対
的
な
面
積

の
丈
量
-

付
位
-

石
盛
-
石
高
と
い
う
石
高
制

一
般
の
生
産
力
把
握
が
'

｢
郷
帳
｣

の
上
で
は
有
高
を
高
に
統

一
す
る
こ
と
に
よ
り
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

次
に
'
両

｢郷
帳
｣
間
の
諸
役
賦
課
の
変
化
で
あ
る
｡

｢
巳
年
郷
帳
｣
段
階
で
は

雑
年
貢

(役
綿

･
麻

･
漆

･
池
)
か
ら
小
物
成

(蓮

･
立
木
)
と
い
う
雑
多
な
賦
課

が
'
夫
役

(春
夏
山
作

･
夫
銭
)

･
野
手
役

･
口
米
に
加
え
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

(6
)

と
が
知
ら
れ
る
｡
そ
れ
は
米
納
'
あ
る
い
は
銭
納

(銭
納
と
称
し
て
も
'
実
質
的
に

は
領
国
貨
幣
=

津
軽
銀
に
よ
る
)
形
態
で
あ
る
｡
こ
の
場
合
'
論
理
的
に
は
本
年
頁

負
担
の
た
め
に
水
稲
耕
作
に
要
す
る
以
外
に
農
業
経
営
内
に
別
個
に
労
働
の
集
積
を

必
須
と
し
た
現
物
納
段
階
で
は
な
い
も
の
の
'
特
に
畑
年
貢
と
そ
れ
ら
雑
年
貢
代
銭

納
の
二
重
賦
課
に
よ
り
過
重
な
収
取
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
事
実
'
池
役

･
役
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麻
代
に
つ
い
て
は

｢御
年
貢
上
納
仕
侯
畑
之
内

二
而
御
座
候
得

ハ
弥
垂
年
貢

二
罷
成
｣

(7
)

と
当
時
に
お
い
て
も
認
識
さ
れ
て
い
る
｡

｢成
年
郷
帳
｣
で
は
雑
年
貢

･
小
物
成
は
'
特
に
畑
方
生
産
の
把
握
深
化
と
共
に
'

本
年
貢
収
奪
強
化
の
た
め
に
減
少
し
'
そ
の
賦
課
形
態
も
変
化
す
る
｡

｢
巳
年
郷
帳
｣
に
み
る
徴
租
方
式
は
'
同
領
で
明
暦
の
分
知
と
そ
れ
以
降
'
独
自

に
制
定
し
た
形
跡
は
な
-
'
津
軽
領
に
お
け
る
前
期
の
方
式
を
基
本
的
に
踏
襲
し
た

と
思
わ
れ
る
｡
そ
れ
は
夫
役
と
諸
役
を
負
担
L
t

｢
抱
地
｣
と
称
さ
れ
る
耕
地
を
保

有
す
る
役
百
姓
-

｢御
百
姓
｣
を
本
百
姓
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
｡
従

っ
て
賦
課
の

方
式
は
夫
役
を
中
心
に
軒
が
か
り
制
を
と
り
'
高
が
か
り
は
付
加
税
の
性
格
を
も
つ

も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
｡

｢成
年
郷
帳
｣
で
は
更
に
次
の
点
が
注
目
さ
れ
る
｡
そ
れ
は
夫
米
の
賦
課
に
あ
た

り

｢高
持
百
姓
｣
が
対
象
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
温
湯
村
の
場
合
で
は
屋
敷

地
に
つ
い
て
'

反
別
三
反
四
畝
弐
拾
九
歩

但
百
性
屋
敷
壱
反
歩

二
付
壱
石
三
斗
代

高
無
百
性
壱
反
歩

二
付
七
斗
八
升
代

二

高
四
石
五
斗
六
合

屋
敷
方

此
取
米
四
石
五
斗
六
合

高
直
-
み
取

と
さ
れ
る
｡
屋
敷
持
ほ
百
姓

(高
持
百
姓
)
と
高
無
百
姓
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
｡

『黒
石
領
御
日
記
』
で
は

｢
田
方
五
人
役
以
上
耕
候
老
百
姓
卜
定
'
黒
石
行
人
夫
モ

相
勤
'
四
人
九
歩
九
厘
九
毛
迄
高
無
百
姓
卜
定
｣
と
し
て
い
る
｡
同
史
料
の
成
立
は

中
期
以
降
で
か
つ
平
内
地
方
の
規
定
の
た
め
直
接
の
根
拠
と
は
し
が
た
い
の
で
あ
る

が

'

｢成
年
郷
帳
｣
に
拠
れ
ば

｢高
持
百
姓
｣
で
あ
る
事
が
負
担
の
基
準
と
な

っ
て

い
る
の
は
夫
米
の
み
で
あ
る
｡
温
湯
村
の
場
合
'
八
軒
の

｢高
持
百
姓
｣
が
負
担
す
る
｡

諸
役
の
う
ち

｢春
夏
山
作
代
｣
と
は
'

｢
田
畑
用
水
普
請
等
之
節
'
百
性
よ
り
出

･J=/

候
人
夫
日
用
｣
に
用
い
る
も
の
で
あ
り
'
実
質
的
に
は
夫
役
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な

い
｡

｢
巳
年
郷
帳
｣
段
階
で
も
軒
が
か
り
制
を
と
る
同
役
の
賦
課
は
'

｢
不
勝
手
成

百
姓
｣
の
存
在
に
よ
っ
て
一
律
に
徴
収
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
知

る
こ
と
が
出
来
る
｡
と
も
あ
れ
'
同
時
期
に
は
夫
役
を

｢
夫
役
｣
と

｢春
夏
山
作
代
｣

の
二
通
り
に
徴
収
し
'
川
除
用
水
普
請
と
い
う
農
業
生
産
の
維
持

･
発
展
の
た
め
の

夫
役
を

｢春
夏
山
作
代
｣
と
し
て
'
そ
れ
以
外
の
領
主
の
た
め
の
夫
役
を

｢
夫
役
｣

と
し
た
と
考
え
ら
る
｡

｢成
年
郷
帳
｣
で
夫
役
の
分
化
が
進
み
'
米
納
の

｢
夫
米
｣
と
銭
納
の

｢
夫
役
代
｣

｢
春
夏
山
作
代
｣
に
三
分
さ
れ
る
｡

｢
春
夏
山
作
代
｣
が
前
述
の
性
格
を
持
つ
と
す

れ
ば
'
領
主
の
た
め
の
夫
役
を
形
成
す
る

｢
夫
役
｣
の
分
化
は
如
何
な
る
意
味
を
も

つ
も
の
で
あ

っ
た
の
か
'
こ
こ
で
は
十
分
明
ら
か
に
し
得
な
い
｡
た
だ
'
当
面
の
問

(9
一

題
と
し
て
ほ

｢高
持
｣

｢高
無
｣
と
い
う
農
民
把
握
と
の
関
係
が
あ
る
｡
こ
の
点
で

言
え
ば

｢夫
米
｣
が
な
お

｢家
別
｣
に

｢高
持
百
性
壱
軒

二
付
弐
斗
宛
｣
賦
課
さ
れ

る
こ
と
を
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
と
先
の

『黒
石
領
御
日
記
』
に
よ
る
高
持

･

｢
高
無
｣
規
定
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
t

l
定
程
度
へり
川柳
地
を
保
有
し

(
五
人
役
)
'

そ
の
こ
と
に
よ
り
夫
役
の
う
ち

｢黒
石
行
人
夫
｣
に
相
当
す
る

｢
夫
米
｣
を
も
役
負

担
す
る
も
の
が

｢高
持
｣
で
あ
り
'
零
細
な
耕
地
を
保
有
し
'
夫
役
の
う
ち
再
生
産

基
盤
の
保
障
に
投
入
さ
れ
る
部
分
を
主
に
負
担
す
る

｢
高
無
｣
と
い
う
構
造
と
な

っ

て
い
る
｡
こ
の
こ
と
は
前
代
に
お
い
て
'

｢
一
年
作
人
｣

=
一
年
切
り
の
請
作
地
耕

作
者
に
と
ど
ま
っ
た
小
百
姓
の
一
部
と
'
没
落
過
程
に
あ

っ
た
役
百
姓
下
層
と
を
新

に

｢高
無
｣
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
｡

8



従

っ
て
'
元
禄
七
年
検
地
は

｢高
無
｣
層
の
創
出
に
見
ら
れ
る
如
-
'
小
百
姓
の

展
開
を
基
底
に
'
そ
れ
を
権
力
的
基
盤
と
す
る
基
調
の
下
に
実
施
さ
れ
'
こ
れ
を
踏

ま
え
て
'
生
産
力
把
握
の
深
化
に
見
ら
れ
る
様
に
石
高
制
に
基
づ
-
徴
粗
方
式
を
確

定
さ
せ
る
意
義
を
も
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
加
え
て
農
民
闘
争
が
何
故
'

こ
の
宝
永
期
に
至
り
初
め
て
当
地
方
に
お
い
て
代
表
越
訴
の
形
態
を
と
り
得
た
か
の

理
解
も
こ
こ
に
求
め
ら
れ
よ
う
｡

代
表
越
訴
型
の

一
投
の
前
提
は
'

一
般
に
小
農
展

開
に
基
礎
を
置
-
村
落
共
同
体
の
成
立
に
あ
る
t
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
し
て
村
役
人

層
'
当
越
訴
に
お
け
る
肝
煎
が
'
小
百
姓
を
代
表
し
要
求
の
主
張
者
と
し
て
初
め
て

地
域
的
に
姿
を
表
わ
し
た
と
言
え
る
｡
こ
の
こ
と
は
元
禄
七
年
検
地
が
小
百
姓
を

｢
高
無
｣
と
し
て
と
ら
え
'
領
主
に
よ
る
共
同
体
再
編
の
意
味
を
強
-
持
つ
も
の
で

あ

っ
た
こ
と
も
示
唆
す
る
の
で
あ
る
｡

註

㈲
拙
稿

｢前
期
農
政
の
基
調
と
展
開
｣

(長
谷
川
成

一
編

『津
軽
藩
の
基
礎
的
研

究
』

国
書
刊
行
会

昭
和
五
九
年
へ
所
収
)

㈲
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
蔵
｡

㈲

同

右
｡

㈱

同

右
｡

㈲
前
掲
拙
稿
参
照
｡

㈲
国
立
史
料
館
蔵
'
津
軽
家
文
書
'

｢津
軽
伊
織
上
ケ
地
御
取
ケ
井
小
役
米
銀
窺

帳
｣

(元
禄
三
年
)
で
は
'

｢野
手
米
｣
は

｢
越
中
守
領
内

(津
軽
藩
領
)
に

て
ハ
荒
地
多
'
百
姓
勝
手
次
第

二
開
七
申
候
故
へ
高
拾
石

二
付
米
四
升
宛
｣
を

申
し
付
け
'

｢役
油
之
代
｣

｢延
役
｣

｢
立
木
代
｣
は

｢
越
中
守
領
内

こ
て
不

申
付
｣
'
｢
立
木
代
｣
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

｢
薪

二
而
百
姓
よ
り
相
納
可
中
等
｣

-
現
物
納
を

｢代
銀
｣
納
と
し
た
も
の
で
あ
る
｡

鼎
同
右
史
料
｡

㈲
同
右
史
料
｡

㈲
津
軽
領

(荏
)
の
農
民
把
握
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢津
軽
藩
前
期
農
政
の
解
体
｣

(
『
日
本
歴
史
』
四
三
〇
号
)
'

滝
本
寿
史

｢
宝
暦

･
天
明
期
津
軽
藩
農
村
の

諸
問
題
｣

(
『弘
前
大
学
国
史
研
究
』
第
七

l
口b
)
参
照
｡

第
二
章

江
戸
廻
米
を
め
ぐ
っ
て

越
訴
の
直
接
の
'
そ
し
て
最
大
の
要
因
は
'
年
貢
米
詮
議
強
化

･
三
重
俵
採
用
な

･-

ど
の
新
俵
非
法
が
'

｢
L
も
ふ
り
あ
し
｣
な
ど
詐
取
的
増
徴
策
を
伴
い
t
か
つ
暴
力

的
に
強
行
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
よ
う
｡

そ
れ
で
は
へ
何
故
'
当
該
期
の
陣
屋
支
配
下
で
そ
れ
ら
が
強
行
さ
れ
ね
は
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
右
の
要
因
は
訴
状
第

一
六
条
に
明
ら
か
な
様
に
'
同
領
午

貢
米
の
払
方
-

江
戸
廻
米
の

｢近
年
｣
か
ら
の
実
施
と

一
体
の
も
の
と
言
え
よ
う
｡

そ
こ
で
本
章
で
は
'
同
領
か
ら
の
廻
米
の
あ
り
方
の
検
討
を
通
じ
て
越
訴
の
前
提
の

一
側
面
を
見
て
み
た
い
｡

ま
ず
'
訴
状
に
言
う
領
主
米
の
払
方
を
見
て
お
き
た
い
｡
表
棚
は
元
禄

l
六
年
と

宝
永
元
年
の
一
部
予
定
を
含
め
た
'
黒
石
領
か
ら
の
津
出
米
の
払
先
と
量
で
あ
る
｡

こ
れ
に
よ
る
と
'
元
禄

一
六
年
に
は
前
年
が
不
作
の
せ
い
も
あ
る
が
津
出
総
量
は
二

二
八
三
石
余
に
過
ぎ
ず
'
払
先
も
田
名
部

･
松
前
で
あ
る
が
へ
翌
宝
永
六
年
に
は
総

量
三
'
四

丁
七
石
余
に
達
し
'
そ
の
内
江
戸
払
米
が
二
'
七
五
三
石
余
と
八
割
を
超

え
る
に
至
る
｡
宝
永
四
年
に
は
津
出
米
二
千
石
'
同
四
年
≡
千
石
'
同
五
年
三
千
石
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表(1) 黒石領移出米

元禄16年黒石領津出米

目 時 払 先 津 出 量

3月6日 松 前 237石

78石6斗 5合

田 名 部 197石5斗

4月 1日 田 名 部

10月24日 平 内

12月12日 平 内

219石6斗 2升

118石5斗

53石3斗 2升 5合

59石2斗 5升

80石

120石

120石

小 計 田 名 部 648石 1斗 9升 5合

総 計

松 前 315石 6斗 5合

平 内 320石

工283石8斗

宝永元年黒石領津出米 (含予定)

目 時 払 先

3月3日 田 名 部

松 前

4月17日 平 内

28日 江 戸

5月 5日 平 内

8日 江 戸

12日 松 前

小 計 田 名 部

松 前

平 内

江 戸

総 計

津 出 量

93石2斗2升

148石 5斗 2升

119石9斗 9升 9合

36石 3斗 4升

45石 4斗 2升 5合

82石 9斗 5升

2,053石2斗 5升

39石5斗

700石

98石 7斗 5升 (末移出)

361石7斗 3升 9合

180石5斗 1升 5合

122石 4斗 5升

2,753石2斗5升

3,417石9斗 5升 4合

津軽藩国日記 宝永元年五月二十五 日条から作製｡
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と
津
軽
藩
国
日
記
に
は
同
領
か
ら
の
津
出
米
量
､か
記
さ
れ
て
い
る
｡

そ
の
場
合
'
黒
石
領
か
ら
の
廻
米
は
い
か
な
る
形
で
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

一
筆
致
啓
上
候
'
弥
御
堅
固
御
勤
可
被
成
旨
珍
重
奉
存
候
'
然

ハ
此
方
蔵
米
千

百
六
拾
三
俵
売
払
申
候
'
前
々
之
通
焼
印
札
持
せ

7
両
日
中
よ
り
浜
下
ケ
仕
候
'

無
相
達
相
通
候
様
米
留
御
役
人
中
江
被
仰
付
可
被
下
候
'
尤
青
森
之
浜
町
加
賀

屋
安
兵
衛
万
迄
道
中
事

二
御
座
候
'

二

平
内
用
米
四
拾
三
俵
'
近
日
道
中
度
候
'

右
二
ロ
'
尤
御
印
紙
'
今
日
御
役
人
中
迄
申
進
候
弥
被
仰
付
可
被
下
侯
'

二

去
年
収
納
高
之
万
'
青
森
津
出

･
平
内
用
米
共

二
石
高
相
認
'
御
印
御
役
人

中
迄
差
越
申
候
'
右
書
付
之
内
段
々
御
印
紙
申
請
度
候
間
奉
願
候
'
恐
憧
謹
言
t

J･i
J･t
;.･

軍
,日:J
.;.J･'

五

月

甘

四

日

三

浦

九

左

衛
門

福
士
庄
左
衛
門

へ津
軽
･′ホ
判
･･{
.

木

村

杢

之

助
様

右
之
通
'
較
負

(津
軽
氏

･
家
老
)
江
申
達
之
'
黒
石
よ
り
当
年
津
出
米
員

数
之
儀
'
御
留
守
居
組
頭
中
江
靭
負
よ
り
相
尋
俣
処
'
左
之
通
御
座
候
'

(略
)

右
は
'
黒
石
家
役
人
か
ら
津
軽
藩
に
対
し
'
黒
石
領
米
の
移
出
を
認
可
を
求
め
る
も

･り])
の
で
あ
る
が
'
こ
こ
に
示
さ
れ
る
様
に
'
同
領
か
ら
の
移
出
は
独
自
に
自
己
裁
量
で

な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
-
'
本
藩
の
同
意
を
必
要
と
す
る
O
し
か
も
そ
れ
は
本
藩
に

ょ
っ
て
移
出
量
の
増
減
の
規
制
を
受
け
た
｡

こ
の
黒
石
か
ら
の
移
出
は
具
体
的
に
は
次
の
様
な
過
程
を
も
つ
｡
ま
ず
黒
石
領
悼

屋
役
人
か
ら
津
軽
藩
用
人
に
そ
の
量
を
記
し
た
願
書
が
出
さ
れ
'
用
人
か
ら
家
老
に

上
申
さ
れ
そ
の
認
可
を
得
る
｡
次
に
家
老
は
留
守
居
組
頭
に
そ
の
旨
を
伝
え
'
留
守

居
組
頭
は
そ
れ
に
基
づ
き

｢湊
御
印
紙
｣
を
発
行
'
こ
れ
が
青
森
町
奉
行
に
示
さ
れ

て
同
港
か
ら
の
廻
米
が
行
な
わ
れ
る
｡
こ
の
過
程
は
'
実
は
津
軽
藩
が
地
方
知
行
制
rr-.

を
と
っ
て
い
た
貞
享
期
以
前
の
同
薄
給
人
払
米
万
を
踏
襲
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
｡

究
極
の
所
'
黒
石
陣
屋
-
旗
本
津
軽
氏
の
財
政
は
本
藩
の
強
い
規
制
下
に
あ
り
'

む
し
ろ
実
質
的
に
は
地
方
給
人
の
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
か

か
る
黒
石
領
に
お
い
て
江
戸
廻
米
が
実
施
さ
れ
'
以
前
に
倍
す
る
量
が
移
出
さ
れ
た

と
す
れ
ば
'
そ
れ
は
津
軽
藩
政
と
の
関
わ
り
で
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
当
期

の
津
軽
藩
の
給
人
財
政
の
状
況
は
次
の
史
料
に
ょ
り
窺
わ
れ
る
｡

一
'
当
時
御
家
中
之
面
々
以
之
外
勝
手
不
如
意

二
罷
成
困
窮
之
処
'
逸
々
可
申
上

様

二
無
御
座
候
'
身
上
も
成
続
相
勤
候
面
々
十
分
之

一
ハ
有
御
座
間
敷
様

二
及

承
候
'

〔4
一

右
は
'
宝
永
二
年
の
桜
庭
太
右
衛
門
上
書
で
あ
る
｡
桜
庭
は
数
回
に
わ
た
り
上
書
を

一一〕
,I

提
出
し
て
お
り
'
宝
永
六
年
の
上
書
で
は
知
行
高
百
石
の
給
人
の
場
合
'
物
成
は
六

ツ
で
六
〇
石
=

四
斗
入
俵
百
五

〇
俵
を
得
る
が
'
こ
れ
を

一
目
換
算
す
る
な
ら

一
斗

八
升
と
な
り
銭
三
三
〇
文
と
な
る
と
い
う
｡
仮
り
に
家
内

一
〇
人
で
は
'
朝
夕
に
五

升
を
要
す
る
｡
残
り
五
升
三
合
余
を
銭

一
六
五
文
と
し
'
味
噌

･
塩

･
薪
等
を
調
え

る
｡
こ
れ
以
外
の
必
要
経
費
'
例
え
ば
衣
類

･
使
用
人
の
切
米
は
算
段
の
手
段
が
な

-
'
二
食
の
う
ち

一
食
は
粥
と
す
る
か
'
非
常
の
日
は
使
用
人
を
山
野
に
や
り
薪
等

を
と
ら
せ
る
な
ど
生
活
を
切
り
つ
め
'
目
を
送
る
有
様
と
し
て
い
る
｡

｢
大
小
共

二

何
も
御
奉
公
卜
奉
存
'
相
続
之
覚
専

一
卜
及
承
之
候
得
共
'
先
年
之
不
作

(元
禄
八

･

一
五
年
)
以
来
御
家
中
数
年
差
詰
り

(略
)
'

只
今
左
様
之
働
も
不
罷
成
｣
状
況
が

一
般
化
'
そ
れ
は

｢
百
石
十
人
之
積

ハ
申
分
之
積

二
而
御
座
候
'
其
家

こ
よ
り
十
人

余

ハ
御
座
候
得
共
'
十
人
よ
り
少

ハ
希

二
御
座
候
'
乍
去
高
五
百
石

二
而
五
十
人
'

ll



千
石

二
而
百
人
而
家
内

ハ
無
御
座
｣
も
の
で
あ
り
'
中

･
下
級
家
臣
ほ
ど
困
窮
の
皮

が
強
-
'
上
か
ら
借
知
に
よ
り
藩
財
政
を
補
充
し
ょ
う
と
す
る
'
藩
権
力
と
の
間
に

乱
蝶
を
生
じ
て
い
-
の
で
あ
る
｡

藩
財
政
に
圧
迫
を
与
え
ず
'
ま
た
農
民
の
低
抗
を
必
然
化
す
る
増
徴
を
も
指
向
し

な
い
で
給
人
財
政
の
改
善
を
計

っ
た
時
に
具
体
化
し
た
の
は
'
給
人
米
を
低
米
価
の

国
許
で
の
地
払
か
ら
相
対
的
に
高
額
な
他
領
､
大
坂

･
江
戸
市
場

へ
の
給
人
裁
量
に

よ
る
販
売
を
認
め
る
こ
と
で
あ

っ
た
｡

二

御
家
中
知
行
米
之
内
人
々
勝
手
次
第
上
方
江
為
差
登
相
払
侯
儀
へ
御
家
中
之

為
可
罷
成
哉
之
旨
被
仰
出
候
問
'
於
董
冗
勘
定
奉
行
両
人
江
致
相
談
侯
処
'
人
々

勝
手
次
第
大
概
百
石

･
弐
拾
右
宛
と
相
定
'
依
願
相
渡
'
津
出
被
仰
付
候

(略
)

上
方
廻
し
仕
候
得

ハ
御
家
中
之
為
罷
成
'
如
意
金
子
も
上
方
よ
り
参
候
得

ハ
金

子
も
只
今
之
様
不
自
由

ニ
ハ
有
之
間
数
と
存
侯

(略
)

覚

二

御
家
中
知
行
米
'
上
方
江
差
登
七
払
申
度
族

ハ
勝
手
次
第
可
申
立
侯
へ
大
概

百
石

･
弐
拾
石
宛
津
出
可
申
付
候
'
万

一
海
上
荷
打
等
有
之
節

ハ
'
其
捨
り
米

之
高
を
以
割
合
差
引
相
立
可
申
事
'

一
'
右
廻
米
当
分
御
米
船
積
合
可
申
候
'
以
後

ハ
御
家
中
廻
米
と
相
定
'
年
々
相

廻
侯

ハ
､
御
国
江
金
子
も
多
入
可
申
儀

二
俣
'
必
亮
御
家
中
永
々
成
続
候
様

こ

と
被
思
召
､
右
之
通
被
仰
付
侯
問
'
望
之
者

ハ
勝
手
次
第
可
申
出
候
事
'

二

津
出
御
印
之
俵

ハ
前
々
石
高
を
以
無
相
違
可
被
下
置
候
事
'

右
之
通
被
仰
出
候
'
面
々
手
廻

こ
も
可
罷
成
侯
問
米
持
合
候
老

ハ
勝
手
次
第
津

出
之
儀
可
申
立
候
'

以
上

(
宝

永

一二年
)

三

月

黒
石
領
か
ら
の
領
主
払
米
は
'
訴
状
第

一
条
に
は

｢
一
'
御
領
分
罷
成
在
蔵
御
痩

候
而
町
米

二
而
上
納
仕
候
'
同
弐
重
俵
但
遣
絶

二
而
あ
み
の
ふ
し
大
荒
目

二
懸
申
侯
｣

と
あ
り
'
元
禄
七
年
以
前
に
は
お
そ
ら
-
'
町
米
と
し
て
地
私
を
主
と
L
t
他
払
も

田
名
部

･
松
前
と
い
う
北
東
北
の
局
地
的
な
市
場
で
流
通
し
た
と
思
わ
れ
る
｡
黒
石

領
の
宝
永
元
年
に
見
ら
れ
る
江
戸
廻
米
の
開
始
は
'
同
領
か
ら
の
領
主
米
移
出
が
津

軽
藩
の
規
制
下
に
あ
り
独
自
の
経
済
を
完
結
さ
せ
る
も
の
で
な
か
っ
た
以
上
'
津
軽

藩
中
枢
の
政
治
的
判
断
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
そ
の
場
合
'
宝
永
三
年
に

家
中
払
米
の
上
方

へ
の
勝
手
払
を
許
可
し
た
津
軽
藩
を
参
考
と
す
る
な
ら
ば
'
元
禄

中
期
か
ら
の
飢
健
を
直
接
的
な
契
機
と
す
る
領
主
財
政
の
悪
化
が
基
底
に
あ
り
'
江

戸
常
府
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
旗
本
津
軽
氏
に
と

っ
て
は
津
軽
薄
給
人
以
上
に
蔵
米
の

高
額
で
の
売
却
が
緊
急
の
課
題
と
な
り
'
旗
本
で
あ
る
故
に
江
戸
が
そ
の
払
先
に
な

っ

(7
一

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
｡

註
廿
越
訴
状
お
よ
び
津
軽
藩
の
黒
石
陣
屋
役
人
尋
問
書

(津
軽
藩
国
日
記
､
宝
永
二

年

一
一
月
二
〇
日
条
)
に
よ
れ
ば
'

｢
升
之
上
米

一
倍
入
計
を
懸
申
侯
'
升
の

釣
金
物
之
上

二
米
所
々
二
見
申
様

二
計
申
｣
こ
と
で
あ
り
'
黒
石
役
人
の
弁
明

で
は

｢前
々
江
戸
江
参
侯
米
'
≡
斗
九
升
人
と
申
'
俵
≡
斗
五
六
升
な
り
て
無

之

二
付
'
右
之
通
計
立
不
申
候
得

ハ
減
過
分
相
立
侯
故
'
右
之
適
中
付
侯
由
候
｣

と
移
出
量
確
保
の
た
め
に
と
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
｡
窓
意
的
収
奪
は
江
戸

廻
米
強
制
と
密
接
に
結
び
つ
き
'
領
主
再
生
産
構
造
に
深
-
関
わ
る
も
の
で
あ

っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
｡

㈲津
軽
藩
国
日
記
へ
宝
永
元
年
五
月
二
五
日
条
｡
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表 2 元禄 9-宝永 7年の米価

A B C D 備

元禄 9年10月 30匁 3分

10年 4月 45匁

11年

12年10月 32匁6分 48匁

13年10月 27匁

14年 6月 38匁5分

15年 8月 61匁 8分

11月 82匁 5分

12月 100匁

16年 1月 70匁

87匁 5分

5月 111匁

106匁3分

6月 140匁

宝永元年 3月 67匁5分

1,114

1,043

1,200

0.68 1,391

1,243

1,371

68､ソ】
1

作

作

作

豊

凶

凶

考

当年一体不順 二而候得共､大凶年にも

無之候､然所米値段以外高値二而死人

有之候事/､鯵ヶ沢笠嶋勘左衛門 (略)

此四人過分之沖出願立候故米不足二罷

75匁5分 1.85 1,186 成､死人多ク出申候 (永)

1,129 豊作 ｢米値段段々高値｣ (辛)

2年 2月 45匁 86匁 0.52 1,014 不作

閏4月 43匁8分 75匁5分 0.58

7月 60匁

3年 4月 73匁8分

4年 1月 60匁

1 , 1 0 0 中作､米不足､町在御用米銭取立 (辛)

半作

4月 63匁 7分 79匁 0.81 1,143

10月 55匁 85匁 0.65

5年 3月 90匁 1,057 豊作､買米制実施､米不足高値 ｢諸人

甚難義｣ (平)

6年11月 26匁 3分 1,014 豊作 ｢米値段安ク御迷惑之由｣ (辛)

7年 0,943 豊作

A :津軽領内町米 1石の価格 (匁) (辛)平山日記

B:津軽領内 1両換算 (永)永禄日記

C:津軽領内町米 1石の価格 (両)

D:江戸米 1石当り米価

A:Bは ｢永禄日記｣ (みちのく双書 1)､｢平山日記｣ (同17)､Dは､ 『近世物価史研究』

(山崎隆三)｡

ー13一

㈲
｢御
印
諸
式
｣
延
宝
九
年
｡

『津
軽
家
御
定
吉
』

(
国
立
史
料
館
編
'
史
料
館

叢
書
3
'
昭
和
五
六
年
)
所
収
｡

唖
国
立
史
料
館
蔵
'
津
軽
家
文
書
｡

㈲
同
右

脚
津
軽
藩
国
日
記
'
宝
永
三
年
三
月

一
五
日
条
｡

欄津
軽
地
域
の
米
価
の
当
該
期
の
変
動
は
次
の
通
り
で
あ
る
｡



ま
と
め
に
か
え
て

-
黒
石
津
軽
領
の
性
格
と
越
訴
-

越
訴
の
結
果
に
つ
い
て
は
'
明
ら
か
で
は
な
い
｡
た
だ
'
同
年

一
一
月
二

〇
日
､

黒
石
陣
屋
領
大
目
付

･
役
人

･
目
付

･
代
官
の
五
人
が
津
軽
藩
に
換
問
さ
れ
尋
問
を

(㌔-
一

う
け
た
｡

二

百
姓
共
江
夫
食

･
種
貸
不
申
事
'

二

百
姓
共
屋
敷
'
百
弐
拾
坪
二
而
五
斗
二
升
納
侯
儀
此
高
何
程
当
申
候
哉
之
事
'

二

高
懸
壱
石
四
匁
九
分
取
候
儀
'
山
作
銀
も
入
候
得
而
之
事
侯
哉
之
事
'

二

少
分
之
末
進

二
而
百
姓
手
前
よ
り
人
を
江
戸
江
登
せ
数
年
罷
有
侯
事
'

二

純
米
之
節
へ
米
壱
駄
二
六
升
宛
取
候
事
'

二

納
升
'
京
升
之
事
'
壱
斗
三
升
≡
合
三
夕
人
中
侯
事
'

二

志
毛
ふ
り
あ
L
と
申
納
万
有
之
中
之
事
'

二

蔵
米
'
青
森
江
下
'
升
を
入
'
減
米
従
百
性
出
申
侯
事
､

一
'
百
姓
之
内
江
戸
江
罷
登
院
老
'
江
戸

二
而
抱
癒
相
頃
日
悪
敷
罷
成
御
屋
敷
よ

り
罷
出
相
果
候
由
'
親
兄
弟
江
中
間
候
哉
之
事
'

一
'
百
姓
共
江
戸
詰
之
内
､
宿
々
よ
り
金
子
登
候
得
而
も
届
候
哉
'

一
切
談
不
相

知
事
'

一
'
如
斯
中
間
候
と
而
庄
屋

･
百
姓

･
町
人
杯
御
夷
議
被
成
侯
而

ハ
此
方
共
如
何

敷
侯
間
'
御
夷
議
及
申
間
数
と
可
中
間
候
事
､

右
に
よ
っ
て
'
代
表
越
訴
を
う
け
た
津
軽
藩
の
対
応
を
見
て
み
ょ
う
｡

ま
ず
'
領
主
内
部
に
お
い
て
訴
状
の
う
ち
何
が

｢
非
法
｣
と
さ
れ
た
か
で
あ
る
が
､

領
主
に
ょ
る
再
生
産
保
障
機
能
の
欠
落

(第

一
項
)
'

年
貢

･
諸
役
の
過
重

(第
二

･

三
項
)

､

末
進
百
姓
の
懇
意
的
使
役

(
第
四

･
九

･
l
O
項
)
'

収
取
の
詐
取
性

(第
五

･
六

･
七

･
八
項
)
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
農
民
側
要
求
は
右

の
諸
点
を
含
む
も
の
の
'
そ
れ
ら
を
惹
起
し
た
大
量
の
江
戸
廻
米
の
強
行
と
'
そ
れ

に
付
随
し
た
年
貢
米
詮
議
強
化

･
三
重
俵
強
制
な
ど
の
'
新
儀
の
非
法
は

一
切
言
及

さ
れ
る
所
で
は
な
か
っ
た
｡
そ
れ
は
江
戸

へ
の
廻
米
が
､
領
主
財
政
悪
化
に
よ
る
津

軽
藩
の
窮
乏
打
開
策
と
し
て
黒
石
陣
屋
に
許
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
'
当
然
の
結
果
で

あ
る
と
も
言
え
よ
う
｡
そ
れ
に
拘
ら
ず
､
黒
石
陣
屋
支
配
の
領
主
支
配
の
独
自
的
部

分
に
つ
い
て
は
､
農
民
側
の
越
訴
項
目
を
確
認
す
る
形
を
と

っ
て
津
軽
藩
は
介
入
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
｡
そ
れ
は
何
よ
り
も
'
こ
の
越
訴
が
単
に
肝
煎
に
よ
る
訴
状
提

出
に
と
ど
ま
ら
ず
'
小
百
姓
を
も
含
む
多
様
な
闘
争
と
し
て
展
開
す
る
可
能
性
を
紘

め
て
い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
｡

二

頃
日
承
候
得

ハ
'
黒
石
領
百
姓
共
前
々
と
違
当
年

ハ
御
収
納
米
等
桐
敷
有
之

侯
､
此
分

二
而

ハ
続
中
間
敷
侯
間
'
弘
前
江
罷
越
御
願
中
上
候
而
承
引
無
御
座

候

ハ
ゝ
江
戸
江
も
罷
登
可
申
杯
と
粗
取
沙
汰
承
慎

二
付
'
大
切
成
儀
と
存
'
各

江
面
談
様
子
承
度
御
越
侯
様

こ
と
申
遣
候
'
尤
家
老
中
も
右
之
段
被
申
候
付
承

侯
と
中
間
処

(略
)

右
は
､
黒
石
役
人
を
召
換
し
た
際
に
､
津
軽
藩
が

｢
申
談
｣
じ
た
覚
の
最
初
の
部
分

tワニ

で
あ
る
｡

こ
こ
に
'
農
民
側
の
行
動
が
代
表

=
肝
前
石

弘
前

へ
の
越
訴
に
と
ど
ま
ら
ず
'
慕

府
上
訴
の
計
画
を
も
併
せ
持
つ
も
の
で
あ
り
､
少
-
と
も
津
軽
藩
が
黒
石
役
人

へ
の

事
情
聴
取
を
行
な
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
'
右
の
江
戸
上
訴
と
い
う
事
態
を
潔

刻
に
受
け
と
め
､
そ
の
回
避
を
は
か
っ
た
た
め
に
他
な
ら
な
い
｡
し
か
し
そ
れ
は
'

｢
如
斯
申
聞
候
と
而
'
庄
屋

･
百
姓

･
町
人
杯
御
臭
議
被
成
侯
得
而

ハ
'
却
而
此
方
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共
如
何
敷
候
間
'
御
臭
議
及
中
間
敷
と
可
中
間
快
事
｣
と
'
あ
-
ま
で
聴
取
の
範
囲

を
陣
屋
役
人
の
み
に
限
定
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
｡

右
の
点
は
'
何
よ
り
も
黒
石
陣
屋
支
配
を
め
ぐ
る
権
力
の
関
係
と
'
そ
れ
を
見
す

え
た
農
民
闘
争
の
展
開
と
対
応
と
に
集
約
さ
れ
よ
う
｡

黒
石
陣
屋
と
津
軽
藩
'
お
よ
ひ
幕
府
の
関
係
は
次
の
様
に
示
さ
れ
る
｡

陸
奥
国
津
軽
郡
之
内
四
万
五
千
石
'
上
野
勢
多
郡
内
二
千
石
'
都
合
四
万
七
千

品

鵬
在
事
,
内
竿

右
津
軽
左
京

(信
敏
)
,

千
石
津
軽

一
字

(
信
純
)
可

進
之
､
残
四
万
二
千
石
宛
行
之
註
'
全
可
領
知
者
也
'
仇
如
件
'

寛
文
四
年
五
月

御
朱
印
筆
者
杉
浦
伊
右
衛
門

津
軽
越
中
守
と
の
へ

す
な
わ
ち
'
黒
石
領
は
幕
府
か
ら
朱
印
状
を
得
な
い

｢内
分
｣
の
分
家
で
あ
り
本
藩

と
の
関
係
に
お
い
て
は
'

明
智
二
年
二
月
二
日
遣
領
を
継
｡

川
ギ

｣
の
口
五
千
右
の
地
を
叔
父
十
郎
左

衛
門
信
英
に
分
ち
た
ま
ふ
｡
し
か
り
と
い
へ
と
も
'
な
を
四
万
七
千
石
の
軍
役

を
つ
と
む
｡

(略
)
元
禄
二
年
津
軽
伊
織
信
俗

(
一
学
信
純
嗣
子
)
嗣
な
く
し

て
家
た
え
'
そ
の
采
地
千
石
を
お
さ
め
ら
る
｡
こ
れ
よ
り
信
政
四
万
六
千
石
と

な
る
｡
こ
れ
さ
き
に
分
知
せ
し
所
な
り
と
い
ヘ
ビ
も
'
信
政
か
封
禄
の
う
ち
た

る
に
よ
り
て
な
り

(略
)
ラ

と
記
さ
れ
て
い
る
｡

す
な
わ
ち
､
黒
石
津
軽
氏
は

｢奉
公
｣
=
軍
役
の
面
で
'
大
名
津
軽
氏
の
役
高
に

包
含
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
'
軍
事
力
編
成
と
軍
備
所
有
を
内
容
と
す
る
独
自
の
軍
事

力
を
構
成
す
る
も
の
で
な
-
､
従

っ
て
軍
事
指
揮
権
も
ま
た
津
軽
藩
主
に
帰
属
す
る

も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

こ
の
点
に
t
M
石
領
か
ら
の
蔵
米
移
出
が
'
津
軽
藩
の
留
守
居
組
頭
-
家
老
の
下

に
実
施
さ
れ
'
同
藩
の
番
万
機
構
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
'
地
方
知
行
制
期

の
給
人
米
移
出
と
何
等
か
わ
る
所
が
な
か
っ
た
基
本
的
な
理
由
が
あ
ろ
う
｡
黒
石
悼

屋
領
は
'
確
か
に
独
自
の
検
地
を
行
使
し
農
民
支
配
を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
り
'
政

治
的
に
は
個
別
領
主
の
位
置
を
確
保
し
っ
つ
､
そ
の
再
生
産
の
あ
り
方
に
お
い
て
津

軽
藩
の
領
国
支
配
に
完
全
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
｡

従

っ
て

｢御
屋
形
様
次
御
政
道
｣
の
要
求
を
掲
げ
る
百
姓
が
'

｢
御
同
国
'
殊
御

=~

高
之
内
御

一
家
様
御
座
候
間
､
乍
恐
願
御
了
簡
度
奉
願
候
｣

と
津
軽
藩
主
に
ょ
る
事

態
の
解
決
を
求
め
る
根
拠
も
そ
こ
に
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
｡

こ
こ
で
は
単
に

｢
御
同

国
｣
目
地
縁
'

｢御

1
家
｣

-
血
縁
-
本
分
家
関
係
が
基
軸
に
あ
る
の
で
な
-
'
両

者
が

｢御
高
之
内
｣
で
あ
る
こ
と
に
最
大
の
越
訴
の
正
当
性
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
0

す
な
わ
ち
､
こ
こ
で
は
地
域
的
な
権
力
の
分
散
性
の
み
で
は
な
-
'
幕
藩
権
力
の
編

成
の
具
体
的
な
あ
り
方
を
認
識
し
'
そ
の
上
に
立

っ
て
有
効
な

l
環
の
方
法
=

越
訴

を
展
開
さ
せ
て
い
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

宝
永
二
年
代
表
越
訴
に
明
ら
か
な
よ
う
に
'
黒
石
津
軽
氏
は
そ
の
陣
屋
支
配
に
お

い
て
'
元
禄
七
年
検
地
と
そ
れ
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
収
取
体
系
に
み
ら
れ
る
如
-
､

津
軽
藩
と
は
別
個
の
地
代
収
取
を
貫
徹
さ
せ
て
い
る
｡
そ
し
て
そ
れ
は
'
窓
意
的
な

ま
で
に
強
制
力
を
も
つ
行
政

･
裁
判
権
と
い
う
経
済
外
強
制
に
ょ
り
実
現
さ
れ
て
い

る
｡し

か
し
な
が
ら
'
権
力
編
成
の
あ
り
方
に
お
い
て
は
'
知
行
に
対
す
る
基
本
的
奉

公
形
態
と
し
て
の
軍
役
の
体
系
に
表
現
さ
れ
る
幕
藩
制
の
下
で
の
領
有
関
係
の
上
で

は
､
大
名
津
軽
氏
の
軍
役
の
う
ち
に
包
含
さ
れ
て
お
り
､
そ
れ
に
媒
介
さ
れ
る
こ
と



に
ょ
っ
て
将
軍
と
の
間
に
'
知
行
=
御
恩
-
奉
公
関
係
が
取
り
結
ば
れ
て
い
た
の
で

あ
る
｡

こ
の
軍
役
-

軍
事
編
成
と
軍
備
は
人
民
支
配
の
側
面
で
は
'
暴
力
装
置
と
し
て
経

済
外
強
制
の
根
幹
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
黒
石
津
軽
氏
は
自

ら
の
み
で
は
そ
れ
を
編
成
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡

｢
内
分
｣
の
分
知
と
し
て
の

内
容
は
'
黒
石
津
軽
氏
の
場
合
､
封
建
地
代
収
取
権
と
'
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
裁
判

･

行
政
権
-

1
定
の
経
済
外
強
制
の
分
与
に
他
な
ら
な
い
.
そ
し
て

｢
『本
家
』
の
領

LLリ)

主
権
｣
と
は
'
津
軽
藩
に
よ
る
奉
公
=

軍
役
関
係
に
お
け
る
同
領
の
包
摂
で
あ
り
'

経
済
外
強
制
の
根
幹
部
分
の
掌
握
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
｡

宝
永
二
年
の
代
表
越
訴
に
お
い
て
'
黒
石
領
百
姓
が
そ
の
封
建
地
代
収
取
を
懇
意

的
な
も
の
と
し
て

｢
屋
形
様
御
次
｣
-

津
軽
藩
同
様
の

｢御
政
道
｣

へ
の
転
換
を
求

め
る
こ
と
で
糾
弾
L
t

｢御
高
之
内
御

一
家
｣
と
津
軽
藩
と
同
領
の
'
領
主
編
成
上

に
お
け
る
位
置
関
係
を
踏
ま
え
る
訴
願
を
行

っ
た
こ
と
は
'
か
か
る
黒
石
津
軽
鎖
の

性
格
を
認
識
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
｡

註

廿
津
軽
藩
国
日
記
'
同
日
条
.

分
知
し
た
土
地
に
は

『本
家
』
の
領
主
権
が
な
お
及
ん
で
い
る
｣
と
さ
れ
る
｡

同
書

一
五
〇
ペ
ー
ジ
｡

(
青
山
学
院
大
学
講
師
)
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㈲
同

右
｡

㈲

『寛
文
朱
印
留
』

(史
料
館
叢
書
-

･
2
)

㈲

『寛
政
重
修
諸
家
譜
』

巻
七
百
二
十
五
｡
津
軽
信
政
｡

㈲
越
訴
状
第
二
一
条
｡

㈲
竹
内
利
美

『家
族
慣
行
と
家
制
度
』

(
恒
星
社
厚
生
閣

昭
和
四
四
年
)
に
よ

れ
ば

｢
『内
分
』
に
お
い
て
ほ
'
正
式
に
直
接
の
分
封
形
式
を
と
ら
な
い
｡
そ

こ
で
は
'
幕
府
の
承
認
の
も
と
に

『本
家
』
か
ら
分
封
さ
れ
る
形
を
と
る
の
で
'


